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１．登米管内の概要

● 管内の施設

２．登米地域事務所管内の概要

　東部土木事務所登米地域事務所は、宮城県の北東部、岩手県との県境に位置する登米市一円
を管轄しています。登米市は平成17年4月に、登米郡８町（迫町、登米町、東和町、中田
町、豊里町、米山町、石越町、南方町）と本吉郡１町（津山町）の合併により誕生し、人口は
令和８年２月末現在、およそ７万人です。
　当事務所が管理する登米市一円は、面積が約５３６ｋ㎡で、東部が山間地帯、西部が丘陵地
帯となっており、東部を流れる北上川や、ほぼ中央部を貫通する迫川とその支川のほか、北西
部には、ラムサール条約に登録された伊豆沼・内沼と蕪栗沼、そして長沼などが存在し、地域
全体として「水の里」と称されています。
　また、山間地帯と丘陵地帯の間には広大で平坦肥沃な登米耕土が形成され、宮城米「ひとめ
ぼれ」などの主産地となっており、宮城県内有数の穀倉地帯として重要な役割を担っている地
域です。

　これまで当事務所では、長沼ダム建設等による迫川の治水対策や、他圏域と連結する数多く
の道路整備をはじめとして、様々な社会資本整備及び管理を実施し、登米地域の発展に大きく
寄与してきました。
　平成23年に発生した東日本大震災に伴う震災復興においては、宮城県の復興に向けた復興
支援道路として位置づけられた「みやぎ県北高速幹線道路」の令和３年１２月の供用開始や、
震災復興事業として各道路関係事業の整備を急速に進めて来ました。また、令和元年10月の
台風19号や令和４年７月の豪雨など、大規模な水災害等に対応した河川の改修や整備につい
ても今後一層進捗を図りながら、引き続き、登米地域における社会資本の拡充と適切な施設の
維持管理に努めます。

（注１）道路改良率
　　　　　改良率は、車道幅員5.5m未満の改良済延長を含む
　　　　　（注２）所管区域を越えて管理する河川管理施設（許認可関係事務は所管区域のみ）
　　　　　・伊豆沼及び周囲堤（一部除く）、伊豆沼第二工区越流堤・囲ぎょう堤、
　　　　　　伊豆沼第三工区越流堤・囲ぎょう堤
　　　　　・内沼及び周囲堤
　　　　　・南谷地遊水地及びその関連施設
　　　　　・蕪栗沼遊水地及びその関連施設

  砂防指定地  １６５箇所   区域指定（栗原・登米区域） ２区域

  急傾斜地危険箇所指定地  １８箇所   区域面積（登米市域） ８,１９１ha

砂防関係 都市計画

種    別 路線数 路線延長 種    別 河川数 河川延長
（ｋｍ） （ｋｍ）

  一般国道 4 83.7   一級河川 27 145.4

  主要地方道 8 100.6   二級河川 － －

  一般県道 14 112.1   準用河川  （3） 　（3.9）

      計 26 296.4      計 27 145.4

県管理の道路（R6.3.31現在） 県管理の河川延長

　舗装率　１００.０％（県平均９９.１％）
準用河川（　）は、登米市の管理改良率　　９４.３％（県平均９２.０％）
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３．令和８年度の取組

◆ 主要事業及び取組

○ 台風や豪雨による大規模水害の減災に向けた河川改修事業と、流域における荒廃地域の保
　全及び土石流等の土砂災害から人命・財産を守るための砂防事業を推進する。

○バイパス化による隘路の解消、円滑で安全な交通の確保、通学路等の安全・安心な歩行空
　間の確保を推進する。
　な歩行空間の確保を推進する。

○ 道路や河川の機能が十分に発揮できるよう、適正かつ効率的な施設の維持管理と長寿命化
　を着実に推進する。

○ 大規模災害への備えとして、迅速かつ適切な管理施設の操作体制と防災意識の向上を図る
　とともに、所内研修や自主学習の促進により若手技術職員の育成と技術力向上を図る。

 ① 大規模水害の減災に向けた河川改修事業等の推進
　　　近年、激甚化・頻発化する水害に対し、治水安全度の向上や浸水被害軽減のため、河
　　川改修や各管理施設の改築及び遠隔化、支障木伐採と堆積土砂撤去による適正管理を推
　　進します。
　　　【河川改修事業】
　　　　・ 長沼川　⇒　放水路工区：調整地周囲堤工事
　　　　　　　　　　　 上流工区　：測量業務、設計業務、地質調査業務
　　　　・ 南沢川　⇒　護岸工、築堤工、橋梁詳細設計等
　　　　・ 夏川　　⇒　調査測量設計業務
　　　【長寿命化・応急対応事業】
　　　　・ 蕪栗沼遊水地 ⇒ 野谷地排水機場ゲート設備修繕、高鳥水門設備更新設計
　　　　　　　　　　　　　宝江樋門修繕
　　　　・ 長沼ダム　⇒　長沼ダム管理用制御処理設備改良設計
　　　【緊急浚渫推進事業】
　　　　・ 古川、夏川　　　　⇒　支障木伐採
　　　　・ 小山田川、二股川　⇒　堆積土砂撤去
　　　【砂防事業】
　　　　・ 飯土井沢　　         ⇒　砂防堰堤新設工事

 ② 地域の円滑な交通と安全で安心な通行を確保する道路整備の推進
　　　みやぎ県北高速幹線道路などの幹線道路網へのアクセス性の向上と、地域の円滑な交
　　通を確保する道路整備を推進します。また、通学路等の地域の安全な歩行空間を確保す
　　るため交通安全施設整備を推進します。
　　　【道路改良事業】

　　　　・ (一)新田米山線 飯島Ⅱ工区　⇒　用地買収、サーチャージ盛土 V=4,100m
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            ・ (一)馬籠東和線 城ノ内　　　⇒　橋梁下部工　N=１基、道路改良工　L=60m
　　　【交通安全施設整備事業】
　　　　・ (国)398号 西舘工区　     ⇒　交差点改良 L=300m、張出歩道工　L=44m
　　　　・ (一)小島豊里線 小島工区　⇒　用地買収、物件補償、歩道工 L=１００ｍ
　　　　・ (一)東和登米線 根郭工区　⇒　用地買収
　

③ 道路等の公共土木施設の長寿命化と適正な維持管理の推進
　　　急速に進行する道路施設等の老朽化に対応するため、長寿命化修繕計画に基づく施設
　　の修繕等を実施し、予防保全型への早期移行と適正な維持管理を推進します。
　　　【橋梁長寿命化事業】
　　　　・登米大橋、登米大橋側道橋、千貫橋、寄合畑橋、刈切橋、飯土井橋

◆ 事務所の取組方針
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◆ 令和８年度主要事業箇所図

　　　【舗装補修事業】
　　　　・ (主)築館登米線 迫町森、(国)346号 東和町米谷、
　　　　　 (主)中田栗駒線 中田町浅水、(国)346号 中田町石森、
　　　　   （国）398号 中田町宝江、 (主)中田栗駒線 中田町上沼、
　　　　　 (一)石森登米線 中田町石森

凡例

河川改修事業

橋梁長寿命化

砂防事業

災害防除事業

道路改良事業等
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 ① 河川の改修等による総合的な防災力の強化

● 河川改修の推進

■ 長沼川河川改修事業

■ 南沢川河川改修事業

■ 夏川河川改修事業

【計画概要】
　計画延長：Ｌ＝2,310ｍ
　計画規模：1/30
　計画高水流量：95ｍ³/s
　事業期間：平成19年度～

【令和８年度事業概要】
　　調査測量設計業務

夏川（JR東北本線交差部）

　長沼川は、旧迫川と合流する下流部において、農業用排水路として利用されており、断
面が非常に狭く、河床勾配も緩い河川です。左岸側には旧迫町の中心市街地があり、大雨
洪水時には内水被害も生じています。
   このため、県では、新たに迫川へ導水する放水路等を整備し、市街地の治水安全度の向
上を図ることとしています。

【令和８年度事業概要】
放水路工区:調整地周囲堤
工事
上流工区:測量業務、設計
業務、地質調査業務

【計画概要】
　計画延長：Ｌ＝3,400ｍ
　計画規模：Ｗ＝1/10
　計画高水流量：25ｍ³/s
　事業期間：昭和61年度～

　岩手県との県境に位置する夏川は、昭和22年カスリン台風、23年アイオン台風や、平
成14年の台風6号の大雨に伴う破堤などにより、頻繁に浸水被害をもたらしていることか
ら、北側対岸の岩手県と調整・連携し、地域の治水安全度の向上を目指して、河川改修を
推進しています。

　津山町を流れ北上川に注ぐ南沢川については、北上川の水位の影響を受ける河川であ
り、平成21年の台風18号及び令和元年台風１９号の豪雨では、横山地区において浸水被
害をもたらしました。そのため、流下能力の確保に向けて、工事等を進め、河川改修の進
捗を図っています。

【計画概要】
　計画延長：Ｌ＝3,100ｍ
　計画規模：1/20
　計画高水流量：470ｍ³/s

　事業期間：平成13年度～

【令和8年度事業概要】
 護岸工（ブロックマット）

 橋梁詳細設計(南沢橋)等
南沢川（護岸工）

４．主要事業（取組）紹介

　近年、日本各地で多発している集中豪雨や異常気象等に伴う水災害を防止するため、地域の
治水安全度の向上を目指して、各河川の河川改修を行います。

長沼川排水樋門：H26完成

大網調整地

岩手県

宮城県

上流工区
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● 国土強靱化の推進に伴う河川の適正管理

■ 河川の維持管理

■ 河川管理施設の長寿命化

　

● 長沼ダム等の河川管理施設の適切な維持管理

■ 長沼ダムの維持管理

　

　毎年、日本全国の至るところで大雨などによる被害が発生しており、災害が頻発化・激
甚化する傾向にあります。このため、令和２年度から「新・災害に強い川づくり緊急対策
事業アクションプラン」に基づき、国土強靱化の予算等を河川の維持工事などに積極的に
活用し、治水安全度の向上を図っています。
　毎年実施している堤防･河道点検の結果を踏まえ、河道内の流下阻害率が20％を超える
箇所の支障木伐採及び堆積土砂撤去を集中的に行い、河川の流下能力の確保を行います。

【令和８年度事業概要】
　・蕪栗沼遊水地
　　　野谷地排水機場ゲート設備修繕、
　　　高鳥水門設備更新設計、
　　　宝江樋門修繕

【令和８年度事業概要】
　・支障木伐採
　　　夏川、古川

　・堆積土砂撤去
　　　小山田川、二股川

古川（支障木撤去前） 　古川（支障木撤去後）

R4.7月豪雨時の湛水状況

　県が管理する水門や樋門などの河川管理施設は、治水上で大変重要な施設です。しか
し、建設から50年以上経過している施設もあり、老朽化に伴う問題が顕在化してきたこと
から、計画的に予防保全型の維持管理を行い施設の長寿命化を図ることを目的とした「河
川管理施設長寿命化計画」を平成28年に策定しました。管内の18施設が計画に位置づけ
られており、計画的に施設の長寿命化を図っています。

　当管内には、長沼ダムや南谷地遊水地、蕪栗沼や各河川に設置されている数多くの河川管理
施設が存在しており、その適切な操作と維持管理が求められます。これらの操作や管理は非常
に複雑であることから、事務所全体として適切な対応に向けた体制を構築するとともに、水災
害対応時等における関係機関との連携強化を図っています。
　また、施設の老朽化に伴う支障が問題となってきていることから、計画的な修繕を進めま
す。

野谷地排水機場

　長沼ダムは、迫川の洪水調節及び湖面の利用などを目的に、平成26年に完成した多目的
ダムです。長沼ダムは低平地に位置するダムで、主ダム・長沼水門・砂原越流堤のほか、
迫川と長沼を繋ぐ導水路、背後地を守る副堤、内水排除のための排水機場等、関連施設が
多岐にわたっています。長期的視点を踏まえた維持管理や設備の更新等をより効果的・効
率的に行うため、平成２９年度及び令和７年度に「長沼ダム長寿命化計画」を策定・更新
し、異常気象時に万全の機能が発揮できるよう、適切な維持管理を行います。

野谷地

蕪栗沼
白鳥

四分区

沼崎

蕪栗沼遊水地
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 ② 地域の円滑な交通と安全で安心な通行を確保する道路整備・道路管理

● 道路改良の推進

　

■ (一)新田米山線　飯島Ⅱ道路改良事業

■ (一)馬籠東和線　城ノ内道路改良事業

■ (主)北上津山線　久保道路改良事業

　 　

飯土井沢堰堤

● 新設砂防堰堤の推進

　近年の気象変動に伴う土砂災害の頻発化・激甚化、土砂洪水氾濫や流木被害等の新たな被災
も顕在化しているため、令和5年度に「みやぎ砂防アクションプラン2024」を策定し、ハー
ド・ソフト対策の各々を推進しています。当管内においては、土石流対策の一環として、要配
慮者利用施設を有する区域を優先的に対象とし、新設の砂防堰堤整備を推進します。

　迫町新田地区の県道新田米
山線は、ＪＲ東北本線のボッ
クス横断部が狭隘で、大型交
通の規制を余儀なくされ、地
域の交通に支障を来していま
す。そのため、前後の登米市
道を利用してバイパス道路を
整備し、本路線の円滑な交通
の確保を図ります。

【事業概要】
　　計画延長：Ｌ＝１,６００ｍ
　　幅員：Ｗ＝6.0(８.５)ｍ
　　事業期間：平成2９年度～

【令和８年度事業概要】
　用地買収
　サーチャージ盛土工

　V=4,100m3

【令和８年度事業概要】
　飯土井沢
　　砂防堰堤新設工事

【事業概要】
　　計画延長：Ｌ＝５８０ｍ
　　幅員：Ｗ＝6.0ｍ
　　事業期間：令和８年度～

【令和８年度事業概要】
　橋梁下部工　N=１基
　道路改良工　L=60m
　支障物件移転（水道、電柱）

　みやぎ県北高速幹線道路などの幹線道路網へのアクセス性の向上や地域の円滑な交
通を確保など、円滑な交通網の形成を目指して、県管理の国道及び県道において道路
拡幅やバイパスなどの道路改良を進めます。

(一)馬籠東和線の当該工区の道
路は幅員が狭く自動車のすれ
違いが困難な箇所が存在し、
その中には橋梁も含まれてい
る。そのため、新たな橋梁の
架設およびバイパス道路の整
備を行い、交通の円滑化と安
全性の向上を図ります。

（主）北上津山線の当該工区
は、一級河川南沢川が並走す
る人家連単部であり、道路は
幅員が狭く自動車のすれ違い
が困難な箇所が存在します。
そのため、南沢川河川改修事
業と調整を図りながら道路整
備を行い、円滑な交通の確保
と安全性の向上を図ります。

【事業概要】
　　計画延長：Ｌ＝７８０ｍ
　　幅員：Ｗ＝6.0ｍ
　　事業期間：令和４年度～

【令和８年度事業概要】
　交差点詳細設計　一式

飯土井沢砂防堰堤
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● 交通安全施設整備の推進

■ (国)３９８号　西舘交通安全施設整備事業

■ (一)小島豊里線　小島交通安全施設整備事業

■ (一)東和登米線　根郭交通安全施設整備事業

● 道路災害防除の推進

■ (一)志津川登米線　上羽沢道路災害防除事業

【事業概要】
　　計画延長：Ｌ＝５0ｍ
　
【令和８年度事業概要】
　　地質調査及び法面詳細設計

　令和7年5月に法面の土砂崩
落が発生し、約半年にわたり
通行止めとなり、現在も片側
交互通行規制となっている当
該箇所において、崩落法面の
対策を行うもの。

　登米町小島地区の県道小島
豊里線は、登米小学校の通学
路に指定され、通学児童はも
とより地域住民にも利用され
ています。歩道がなく通行に
支障を来していることから、
安全な歩行空間の確保に向け
て、新たに歩道の整備を行い
ます。

　東和町根郭地区の県道東和
登米線は、狭隘で見通しの悪
いカーブや急な縦断勾配と
なっていますが、歩道がなく
通行に支障を来しています。
そのため、安全な歩行空間の
確保に向けて、新たに歩道の
整備を行います。

　道路法面における落石や崩壊の恐れのある危険箇所の災害防除事業を実施し、安全な道路環
境を構築します。

【事業概要】
　　計画延長：Ｌ＝９００ｍ
　　幅員：Ｗ＝6.5(1３.0)ｍ
　　事業期間：平成19年度～

【令和８年度事業概要】
　　交差点改良　L=300m
      張出歩道工　L=44m

【事業概要】
　　計画延長：Ｌ＝300ｍ
　　幅員：Ｗ＝5.5(9.0)ｍ
　　事業期間：令和５年度～

【令和８年度事業概要】
　　用地買収

　迫町西舘地区は、国道と市
道が交差する要所であり、交
通量も多く、住宅地における
生活道路且つ通学路となって
おり、多くの歩行者が利用し
ます。そのため、歩行者の安
全な通行の確保を図るため、
歩道の整備を実施します。

【事業概要】
　　計画延長：Ｌ＝６６０ｍ
　　幅員：Ｗ＝6.0(12.0)ｍ
　　事業期間：令和２年度～

【令和８年度事業概要】
　　用地買収・物件補償
　　歩道設置工　L=100m

　管理する国県道の通学路等において、通学児童をはじめとした歩行者の安全を確保するため
に、歩道の設置などの交通安全施設の整備を進めます。
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 ③ 道路等の公共土木施設の長寿命化と適正な維持管理の推進

● 橋梁耐震化・長寿命化の推進

　

● 道路舗装補修の推進

 

　宮城県では、現在「新橋梁耐震化計画」及び「次期橋梁耐震化計画」に基づき、主要な幹線
道路の100m以上の橋梁を対象に、計画的に耐震化を進めています。
　また、高度成長期半ば頃から集中的に建設されてきた本県の道路橋については、急速に高齢
化が進行しているため、平成27年3月に改定した「橋梁長寿命化計画」に基づき、橋梁補修
も推進しています。

令和７年実施　(主)中田栗駒線　中田町浅水

【事業予定橋梁】
　○橋梁耐震化（計画橋梁数：９橋）
　　　三ツ口橋（完了）、新田跨線橋（完了）
　　　二ツ屋橋（完了）、豊里大橋（完了）
　　　柳津大橋（完了）、十五貫橋（完了）
　　　飯土井大橋（完了）、錦橋（完了）
　　　桜岡橋
　

　○橋梁長寿命化
　【令和８年度事業概要】
　　　登米大橋、登米大橋側道橋、千貫橋、
　　　寄合畑橋、刈切橋、飯土井橋

　県管理道路において、安全で円滑な交通環境の確保を図るため、計画的な舗装補修工事を実
施しています。また、日頃より安全・安心な道路環境の確保を目的として、定期の道路パト
ロールや、維持補修、除融雪などに取り組んでいます。

【令和８年度事業概要】
　 (主)築館登米線 迫町森
　 (国)３４６号 東和町米谷
　 (主)中田栗駒線 中田町浅水
　 (国)３４６号 中田町石森
　 (国)３９８号 中田町宝江
　 (主)中田栗駒線 中田町上沼
　 (一)石森登米線 中田町石森

【 補修前の状況 】 【 補修後の状況 】
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 ④ 土砂災害警戒区域等の指定

　登米管内では、令和元年度までに707箇所の土砂災害警戒区域等の指定が完了しました。
　令和２年度の国の土砂災害基本方針の変更を踏まえ、より高精度な地形情報を用いて、新たに
１，４７５箇所を抽出し、令和６年度より、新たな基礎調査を進めています。

　令和７年度までに新たな基礎調査が完了した箇所：536箇所（東和町全域・登米町の一部）

【令和８年度事業概要】
　基礎調査：１５１箇所（登米町全域・津山町の一部）

　土砂災害防止法（土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律）は、土
砂災害（がけ崩れ・土石流・地すべり）から国民の生命を守るため、土砂災害のおそれのある区
域についての危険の周知・警戒避難体制の整備・住宅等の新規立地の抑制などのソフト対策推進
を目的としています。
　県では、危険箇所の地形や地質、土地利用状況などの調査を行い、調査結果を住民の方々に説
明し、危険の周知及び警戒区域等の指定を行っています。

   １．基礎調査
　　　県は、あらかじめ抽出された土砂災害危険箇所(土砂災害により被害を受ける恐れのある場所)
　　の地形や地質、土地の利用状況調査を行う。
   ２．基礎調査結果説明会
　　　基礎調査の結果、住まいが土砂災害警戒区域や土砂災害特別区域に該当する住民や土地所有者
　　の方を対象に説明会を開催し、危険の周知を行う。
   ３．警戒区域指定
　　　指定に先立ち、市長に意見を伺い、土砂災害警戒区域（イエローゾーン）と土砂災害特別警戒
　　区域（レッドゾーン）を指定・告示を行う。
   ４．警戒避難体制の整備
　　　登米市において、災害情報の伝達や早期避難のため、警戒避難体制の整備を行う。

急傾斜地の崩壊急傾斜地の崩壊 土石流

指定済 調査予定 小計 指定済 調査予定 小計 指定済 調査予定 小計 指定済 調査予定 合計

箇所数 284 771 1,055 422 704 1,126 1 0 1 707 1,475 2,182

合　計
種別

土石流 急傾斜 地すべり
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⑤ 事務所事業の広報活動

● 当事務所の事業ＰＲについて

⑥ その他の取組

● 地域の方々との協働による施設管理

【令和８年２月末現在】
     スマイルリバー　
　　（2６団体　６７２人）
     スマイルロード
　　（５９団体・個人 1,７３２人）

スマイルロードサポーターの皆さん  スマイルリバーサポーターの皆さん

　地域の皆さまに、当事務所が実施している事業などに
ついて「もっと知って欲しい」という思いから、登米市
の地域コミュニティエフエム「H＠！ＦＭ」（はっとＦ
Ｍ）で事業の紹介をしています。
　今後も市民の皆さまに公共事業や季節毎の情報を紹介
し、土木行政に少しでも関心を持っていただけるよう、
これからも続けてまいります。

　県が管理する道路や河川における清掃や緑化・除草などの活動を支援し、ボランティア活動
の活性化と地域環境の維持向上等を通して民間と行政のパートナーシップを構築しながら、住
民参加のまちづくりを進めています。

放送収録の様子（令和7年8月）

■スマイルサポーターの仕組み
　　県が管理する道路や河川において、定期的に清掃や緑化作業などの美化活動をボランティ
　アで行うもので、活動前にスマイルサポーターと市町村、宮城県の３者でお互いの役割分担
　を盛り込んだ覚書を結びます。

■県の役割
　　ボランティア保険に加入し、万が一の場合に備えます。また、サポーターの名前入り表示
　板を設置するほか、ホームページなどでその活動をＰＲするとともに、道路や河川の利用者
　のマナー向上を図ります。

■市の役割
　　ゴミの処分やゴミ袋の提供などの支援をお願いしています。また、情報提供など県と連携
　してサポーターの活動をバックアップします。

2月 登米地域事務所について

3月 道路事業について

6月 土砂災害防止月間と

洪水対策について

8月 道路ふれあい月間について

10月 台風時期について

12月 道路維持管理について

令和８年放送予定
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宮城県東部土木事務所

登米地域事務所

〒987-0511   宮城県登米市迫町佐沼字西佐沼150-5 

■TEL 0220-22-6111（登米合同庁舎代表） 
●FAX 0220-22-7534（登米地域事務所） 

□総務班／(内)611(直通)22-7533　　　　　 □用地班／(内)628 (直通)22-2505
□行政班／(内)619 (直通)22-2494　　　　　□道路管理班／(内)602 (直通)22-2716
□道路建設班／(内)609 (直通)22-6143　    □河川砂防第一班／(内)641 (直通)22-2763
□河川砂防第二班／(内)636 (直通)22-2216
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